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要　旨
　大阪府内に立地し建築（改築，改装を含む）後半年以上経過した105軒の住宅を対象として化学物質によ
る室内空気汚染の実態を調査した。調査期間は2003年6月～2004年1月であり，各住宅における化学物質の
捕集は，普段の生活環境下において24時間行った。捕集された二酸化窒素及びホルムアルデヒドは比色法，
揮発性有機化合物（VOC）38種及び準揮発性有機化合物（SVOC）39種はGC/MSにより定量した。二酸化
窒素（中央値：35µg/m3），ホルムアルデヒド（31µg/m3），トルエン（22µg/m3），酢酸エチル（12µg/m3）
の濃度レベルが比較的高く，高濃度のα-ピネン（最高値：1800µg/m3），p-ジクロロベンゼン（1770µg/m3）
が検出された住宅もあった。室内濃度が厚労省指針値を超過した物質はp-ジクロロベンゼン（10％）のみで
あった。ホルムアルデヒド及び二酸化窒素濃度は冬季に高かった。SVOCのなかではフタル酸ジ-n-ブチル及
びフタル酸ジ（2 -エチルヘキシル）等の室内濃度レベルが高く，多くのフタル酸及びリン酸エステル類の室
内濃度は冬季よりも夏季において高かった。共力剤S-421の室内空気中からの検出頻度は高く，9割の住宅よ
り検出された。これまでに室内空気汚染物質として報告例のないメトキサジアゾンを含む13種の殺菌剤・殺
虫剤が室内空気中より検出された。

Abstract
　Indoor air pollution by chemicals was examined in 105 residences, for which final construction（including 
renovations）had been completed at least half a year earlier, in Osaka from June 2003 to January 2004 . The 
airborne compounds were collected for 24 hours under normal living conditions. Collected nitrogen dioxide and 
formaldehyde were measured using the colorimetric method while 38 volatile organic compounds（VOC）and 
39 semivolatile organic compounds（SVOC）were analyzed using gas chromatography/mass spectrometry. 
The median concentrations of nitrogen dioxide（35µg/m3）, formaldehyde（31µg/m3）, toluene（22µg/m3）, 
and ethylacetate（12µg/m3）were relatively high among the compounds studied, and high concentrations of 
α -pinene（maximum: 1800µg/m3）and p-dichlorobenzene（1770µg/m3）were found in several residences. 
The concentrations of p-dichlorobenzene alone exceeded the indoor guideline values of Japan in 10％ of the 
examined residences. The indoor concentrations of formaldehyde and nitrogen dioxide were significantly higher 
in winter than in summer. The indoor concentrations of di-n-butylphthalate and di（2 -ethylhexyl）phthalate were 
high among SVOCs, and the concentrations of many phthalates and phosphates were significantly higher in 
summer than in winter. S-421 , a synergist, was found in indoor air of a high 90％ of the residences. Thirteen 
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１．緒言
　室内空気中には多種類の化学物質が存在し，それ
らへの曝露が「シックハウス症候群」や「化学物質
過敏症」を引き起すことが知られている 1 , 2）。した
がって，室内空気中の有害化学物質濃度の低減化は，
生活衛生上非常に重要な課題である。世界保健機
関（WHO）3）は，室内空気中の有機化合物をその沸
点の違いにより，高揮発性有機化合物（VVOC，沸
点50 -100℃以下），揮発性有機化合物（VOC，沸点
50 -100℃～240 -260℃），準揮発性有機化合物（SVOC，
沸点240 -260℃～380 -400℃）および粒子状有機物
（POM，沸点380℃以上）に分類している。近年，
厚生労働省では，室内において生活衛生上問題とな
る化学物質を選定し，その濃度指針値及び測定方法
の策定を進めてきた。現在，既存の毒性学的知見に
基づく13物質の室内濃度指針値と室内空気質汚染
の目安としての総揮発性有機化合物（TVOC）濃度
の暫定目標値が設定されている 4 -7）。
　住宅は，ヒトが最も長時間過ごす環境の一つで
あり，その室内空気質はヒトの健康に大きな影響
を及ぼす。本国における二酸化窒素，ホルムアル
デヒド及びVOCによる住宅室内空気汚染に関する
調査はこれまでに多くの研究者により行われてい
る。一方，多種類のSVOCを対象とした汚染実態調
査は東京都 8 -10）における報告以外には殆ど見当たら
ず，その住宅内汚染実態は十分把握されていない。
SVOCの中には殺虫剤や内分泌撹乱作用を有するフ
タル酸エステル類も含まれ，VOCよりも強毒性の
物質も数多く存在する。したがって，SVOCの汚染
実態の早期解明は，生活衛生上重要であると考え
られる。
　建材からのVOC放散がほぼ落ち着いた築後6ヶ
月 11）以上経過した住宅における実生活環境下での
化学物質による室内空気汚染の実態を把握すること
を本研究の目的とし，大阪府内に立地する住宅を対
象として79種の化学物質の室内空気中濃度を調査
したところ，若干の知見が得られたので報告する。
本研究は，大阪母子保健コホート研究 12 -14）の一環
として行われた調査である。

２．調査方法
２．１　試薬

　ホルムアルデヒド定量のための標準には和光純薬
工業製特級ホルムアルデヒド液（36～38％）を用
い，ヨウ素滴定法により標定後使用した。二酸化窒
素の定量には和光純薬製特級亜硝酸ナトリウム（純
度：98 .5％以上）を標準物質に使用した。関東化
学製VOCs混合標準原液をVOC定量用標準に用い
た。SVOC分析用標準物質は，和光純薬，関東化学，
東京化成工業，Aldrich（アメリカ），Pfaltz&Bauer

（アメリカ），Dr.Ehrenstorfer GmbH（ドイツ）及
びRiedel-de Haen（ドイツ）製を使用した。メトキ
サジアゾンはアース製薬より，トリプロピルイソシ
アヌレートは栄光化成より寄贈された。これらの標
準物質の純度はすべて96％以上であり，大部分は
99％以上であった。N-（1 -ナフチル）エチレンジアミ
ン二塩酸塩は窒素酸化物測定用，4 -アミノ-3 -ヒド
ラジノ-5 -メルカプト-1 ,2 ,4 -トリアゾール（AHMT）
はアルデヒド測定用，二硫化炭素は作業環境測定用，
アセトンはアセトン5 ,000（残留農薬･PCB試験用）
を用いた（いずれも和光純薬製）。内部標準物質フ
ルオランテン-d10は和光純薬，トルエン-d8はAldrich

より供した。他の試薬は全て和光純薬製特級を使用
した。

２．２　調査対象住宅及び測定対象化学物質

　2003年6月～2004年1月において，大阪府寝屋川
市内に立地する建築後（改築，改装した場合はその
後）半年以上経過した一般住宅105軒を調査対象と
した。
　二酸化窒素，ホルムアルデヒド，VOC38種およ
びSVOC39種を測定対象とした（Table 1）。本研究
では，下記のSampler-II及びSampler-IIIにより捕集
後分析された化合物をそれぞれVOC，SVOCとし，
定量されたVOCとSVOCの合計濃度をTVOC濃度
とした。

fungicides and insecticides containing metoxadiazone, which was not known as an indoor air pollutant, were 
found in the residential air samples.

Key words: formaldehyde, nitrogen dioxide, VOC, SVOC, indoor air pollution, residence.


